
予
算
議
会
で
、
日
本
共
産
党
は
ア

ン
ケ
ー
ト
に
寄
せ
ら
れ
た
、
区
立
保

育
園
の
増
設
、
国
保
料
の
減
額
な
ど

く
ら
し
・
福
祉
充
実
を
主
張
。
ま
た
、

情
報
公
開
の
手
数
料
無
料
化
の
条
例

･

予
算
修
正
も
提
案
し
ま
し
た
。

高
齢
者
医
療
無
料
化
を
品
川
か
ら

日
本
共
産
党
区
議
団
は
ア
ン
ケ
ー

ト
に
寄
せ
ら
れ
た
高
齢
者
の
医
療
無

料
制
度
の
復
活
を
提
案
し
ま
し
た
。

所
得
の
少
な
い
70
歳
以
上
の
方
に
医

療
費
の
１
割
を
助
成
し
、
75
歳
以
上

は
無
料
に
す
る
も
の
。
22
億
円
の
予

算
は
毎
年
１
０
０
億
円
近
く
積
み
立

て
る
貯
金
を
活
用
し
ま
す
。
み
や
ざ

き
区
議
は｢

高
齢
者
の
医
療
費
無
料

化
を
品
川
か
ら｣

と
訴
え
て
い
ま
す
。

な
お
、
千
代
田
区
は
４
月
か
ら
入

院
の
高
齢
者
に
10
万
円
助
成
し
ま
す
。

新
年
度
予
算
を
審
議
す
る
予
算
特
別
委
員
会
で
25
日
、
浜
野
区
長
の
初
め
て
の
予
算

案
が
可
決
し
ま
し
た
。
日
本
共
産
党
区
議
団
は
一
般
会
計
と
国
保
・
介
護
保
険
会
計
に

反
対
、
老
人
保
健
会
計
に
賛
成
し
ま
し
た
。
自･

公･

民･

ネ
ッ
ト
は
す
べ
て
賛
成
し
ま

し
た
。
予
算
案
に
対
す
る
日
本
共
産
党
の
意
見
を
紹
介
し
ま
す
。(

ウ
ラ
面
に
掲
載)

高齢者の医療無料化を

品川区議会議員

週刊区議会報告
2007年3月25日 №570

日本共産党品川区議団ＵＲＬ http://www.jcp-shinagawa.com/

９
条
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世
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区
議
選
終
了
ま

で
当
ニ
ュ
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ス
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し
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。
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共産党
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新
年
度
予
算
は
、
医
療
費
無
料
化

を
中
学
３
年
ま
で
拡
大
、
木
造
ア
パ
ー

ト
の
耐
震
補
強
も
支
援
、
障
害
者
サ
ー

ビ
ス
利
用
の
負
担
軽
減
な
ど
一
定
の

前
進
も
あ
り
ま
す
が
、
本
質
は
福
祉

充
実
に
背
を
向
け
、
大
規
模
開
発
に

ま
い
進
す
る
も
の
で
す
。
以
下
、
予

算
の
問
題
点
を
指
摘
し
ま
す
。

第
一
は
、
住
民
に
い
っ
そ
う
負
担

を
押
し
付
け
る
問
題
で
す
。

区
民
に
も｢

格
差｣

と｢

貧
困｣

が
広

が
っ
て
い
の
に
今
年
も
増
税
、
所
得

税
・
住
民
税
の
定
率
減
税
全
廃
で
18

万
５
千
人
が
増
税
。
住
民
税
の
所
得

割
一
律
10
％
で
課
税
標
準
額
２
０
０

万
円
以
下
は
５
％
が
10
％
と
な
り
、

国
保
料
が
連
動
値
上
げ
さ
れ
年
金
収

入
１
８
０
万
円
で
ひ
と
り
暮
ら
し
の

方
は
、
05
年
度
９
千
６
０
０
円
が
06

年
度
１
万
８
千
３
０
０
円
、
07
年
度

に
は
４
万
８
千
２
０
０
円
と
２
年
間

で
５
倍
に
な
り
ま
す
。

日
本
共
産
党
区
議
団
の
ア
ン
ケ
ー

ト
に
、
高
齢
者
は
介
護
保
険
料
や
医

療
費
の
負
担
軽
減
、
子
育
て
世
代
は

保
育
料
軽
減
な
ど
求
め
る
声
が
多
数
。

こ
れ
に
応
え
る
べ
き
で
す
。

第
二
は｢

住
民
福
祉
の
機
関｣

の
役

割
放
棄
で
す
。

入
所
待
ち
４
５
０
名
の
特
養
老
人

ホ
ー
ム
は
増
設
せ
ず
、
都
南
病
院
と

原
小
学
校
の
跡
地
に
は
月
額
利
用
料

20
万
円
の
ケ
ア
ホ
ー
ム
。
区
営
住
宅

や
高
齢
者
住
宅
の
増
設
せ
ず
に
再
開

発
の
高
級
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
に
税
金

を
投
入
し
て
支
援
。
自
治
体
の
や
る

こ
と
で
あ
り
ま
せ
ん
。

学
校
給
食
調
理
代
行
を
現
行
の
10

校
か
ら
23
校
に
拡
大
な
ど
行
政
の
仕

事
の
民
間
企
業
丸
投
げ
を
加
速
。

｢

格
差｣

と｢

貧
困｣

の
原
因
に
パ
ー
ト

や
派
遣
社
員
の
低
賃
金
が
あ
る
の
に
、

品
川
区
に
働
く
９
０
０
人
の
パ
ー
ト

や
派
遣
で
働
く
方
は
10
万
円
か
ら
14

万
円
の
生
活
保
護
基
準
以
下
で
す
。

｢

均
等
待
遇
の
原
則｣

を
求
め
ま
す
。

一
方
、
部
落
解
放
同
盟
の
特
別
扱

い
で
同
和
事
業
を
継
続
。
同
和
相
談

員
の
人
件
費
は
や
め
る
べ
き
で
す
。

第
三
は
大
規
模
開
発
の
推
進
で
す
。

大
崎
駅
周
辺
の
開
発
は
06
年
度
の

１
１
４
億
円
に
続
い
て
新
年
度
も
45

億
円
を
投
入
し
工
事
を
推
進
、
北
品

川
５
丁
目
で
も
計
画
策
定
に
は
い
り

ま
す
。
巨
大
ビ
ル
建
設
は
三
井
不
動

産
な
ど
大
企
業･

ゼ
ネ
コ
ン
の
た
め

の
開
発
、
ム
ダ
な
公
共
事
業
の
都
会

版
で
す
。
し
か
も
、
被
害
を
受
け
る

住
民
に
説
明
も
な
く
意
見
も
聞
こ
う

と
し
な
い
の
も
問
題
で
す
。

８
月
に
丸
井
が
撤
退
す
る
の
に
Ｊ

Ｒ
広
町
ア
パ
ー
ト
地
域
も
開
発
し
よ

う
と
い
う
の
は
無
謀
。
抜
本
的
に
見

直
す
べ
き
で
す
。

第
四
は
強
引
な
教
育
改
革
で
す
。

区
は
平
塚
中･

平
塚
小
の
小
中
一

貫
校
に
荏
原
第
二
中
学
校
も
加
え
る

と
突
然
、
発
表
し
ま
し
た
。
近
く
に

新
し
い
小
中
一
貫
校
が
で
き
た
ら
二

中
に
生
徒
が
集
ま
ら
な
い
と
の
説
明

で
す
が
、
学
校
選
択
制
は
児
童
、
生

徒
が
集
ま
ら
な
い
学
校
を
統
廃
合
す

る
も
の
。
学
力
テ
ス
ト
と
あ
わ
せ
競

争
主
義
教
育
は
や
め
る
べ
き
で
す
。

第
五
は
浜
野
区
長
の
政
治
姿
勢
。

荏
原
西
地
区
小
中
一
貫
校
に
荏
原

二
中
を
加
え
る
決
定
は
教
育
委
員
会

で
な
く
区
長
主
導
で
し
た
。
豊
町･

二
葉
の｢

ま
ち
づ
く
り｣

計
画
に
住
民

が
反
対
す
る
29
号
線
道
路
計
画
を
盛

り
込
ん
だ
こ
と
も
問
題
で
す
。｢

区

民
意
見
を
反
映
さ
せ
る｣

と
い
う
区

長
の
施
政
方
針
に
反
し
ま
す
。

政
調
費
不
正
使
用
で
区
議
会
は
飲

食
を
全
面
禁
止
、
自･

公･

民
は
不
正

使
用
分
を
返
還
し
ま
し
た
。
し
か
し
、

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
債
で
、
区
は
１
億
円

余
の
損
害
で
も
責
任
を
と
ら
な
い
。

あ
ら
た
め
て
区
民
へ
の
説
明
と
関
係

者
に
よ
る
損
害
賠
償
を
求
め
ま
す
。

法
律
相
談
は

５
月

18
日(

金)

Pm
６:

30
～

※
４
月
は
休
み
ま
す
。

無料

２
０
０
７
年
度
予
算
案
に
対
す
る

日
本
共
産
党
区
議
団
の
意
見
表
明(

要
旨)


